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簑陵了魏 :饉辣魏悽萎島

颯躇斃嚢 {≪ 撃ざ珍等でとし》 之海重石葬薙身.露薫～持斃でグラフイックデザイ

ナーをして髪蒻後、量久島れ行をラミガメ:こ 墓会ぅ

たこ髪久姦多みが発議でグッズグブイン、後匁蒻蜆

後などを髪峯し袴 身多弄拷有した,その後、量家多

緒髪ナンバー参ヤマ′ヽ筆 :こ また豫E多 二多片手
'こ

全攀

を教接し,■ じ義る今突家多ある石移を獲発して老上

守、宣戸で多羅葬験をし、降2ク 躍わの攀躍ゑをえヶ

所のお燿鰺を多を維騒 した,多を鍛舞膊番を数奪だ

が近々葬脅録る予定.イ ラスト多舞

'i移

多象安を

爾葬鬱菫●メ′篭―ジ確ン亀多って燿み各彦みた。

考多 《ベルアヽイツ≧教、絃舞燿鯰%の移とつて

す.髪饉寺蓼す彦けな潅参麺多多で,Tをこなくこ

とができますが、電多数飲み孝してしまつまで

胚翡まそん。参考』の字独,穫字でを菫『考脅々態

う多をすこなクと書議,7うこなつけな手字で不

斃ゑ寿`了を重はこサを無蓼そ 多奪葬鬱≧泰うので

す。議はなつかれて鰊みなをなをしと鑑行をしち蓼

を 参考葬嘔.なくな趾象て毅まつま髪薇彰4そ う

多参考ワ.六←ゑ究考彰て不みえて準な葬れな

●参星輩みでし多う 多究弄参彰像を多そら考等多―な幸みを重鶉=らをみ髪をうななか,等多

みをしみを■霧姦炒蓼玄猪象蓼0-斃夢を受奪姦参饒警菫で多鶉・参鍼な嗜を無秒多ミア£髪

てら一多 しな基多参れる豊多秒屹惨λ扮秒咆多彩参をたつけした多豊浚髪鮨2をL麺をうで

考,4壼劣孟老 :了ク霧扮多家 菫り し爾葬 肛趾多袋鯰裏扮タ
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参多の名移マリンをター }ラ ーー 4多
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ョみを言彫ζるこ奪ζク義≒多彩葬多:こ 義佗って,‐多そら多
つ多季、家脅膊纂城姦玄り髪客しを―多彩と,多 蒻え髪そらこただしち孝難で,■場壕ク貫〃
ノ鯰多多をこ多辱孝こを基

"み
つ多す。ク重〃プを守けたり

'九孝.ク 竜〃ノを多資したりし

え.立場立猛多をラニ〃ノ,こ 予多ろЙ多,こ そぅたえ～クtガノが多ななえなどちク竜〃
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マ リンター トラー亮伝 詩纏轟その 4

萎比嘉正宗糞 (機書まさむね)二 亀鏑褻続

生珍を科学雑に観察したり、凄究したり

する方法 :こ は、大きくわけて二つのアプ

獲―チがあ ります。一つは、織象的に

フィール ドな鶏て生後を見てそれを理論化

するアプローチで、もう一つは文数を機家

雑に勉強するアプアーチです。護者と後者

のバランスがとれると、それは瑾馨鋳です

が、中々そうな行かない現実があります。

霧ね、露率ウミガメ協議会 :こ 舞わつている

ス達まま、護者を徹底持に権めつつある人が

多く、後者のような槻から海然を観るよう

な人甕ιま入りづらい雰躍気があるのではな

をヽかと思われます。フイール ドでウミガメ

を見ているマリンター トラーは沢彙います

ん1、 石垣島でカーミカキヤー (ウ ミガメ漁

籍クをしている寃嘉五察さん 耀 権 15年

3躍 l① 舞生まれ)のなこ轟る人はし`ない

のではと思つています。

え嘉さん参お家:ま石垣議の新′::と し`う漁

舞奪に基ります。近くの議には五宗丸とし`

ラサバニがお|｀てあり、苑義さん
`ま

渡がな

しヽときままそのサバニを譲つて耀 :毛 舞ます。

私が笏めて筵姦さんのクミガメ漁 :こ 舞行

した器なもう10姿ギ手ち議のことになりま

す。比墓さん:ま 、体は春さいのですか筋菱

はラ|き 締まり、それは精得なオジーでし

た多ちょつと変つているのは、下孝身に女

性澤の下着を着けているのですが、それ :ま

それで擁好よく見えるのです。オジ~:こ言

わせれば、夏はウエットスーツよりちよい

との事ですを

オジーの漁法はスンカジヤーです。スン

カリヤーはサバニ参左舷にゴムで保護した

ァープを装 し、オジー:ま水奪マスクを猪 :す

そのロープで体を舷に安定させます。そし

て、水中から解の数―プで競を強かしなが

らサバニを繰 り、オジーは水中マスクで海

幸の獲物、オジーの場合はカメ、を探すの

です。サバニ:ま繊構速く走るので、オジー

の俸な資に水の極撓を受け、さらにシユ

ノータルを続わないので、鋒を、濯を上げ

て呼後しなければなりません。かなつの菫

労議です。

ォジー,ま蒻髪島など入菫恭議島の基ちこ

ちにあるウミガメの難滋 を無つていて、

それを甕そこ燿響、カメを接します。カメを

見つをするとサバニから、先に鏡移舞家参カ

ギの行しヽた髪碁4髪筵参竹等をとり、泳鬱`

でカプ鋳上まできます。そして、カメ燿1簿

を見をたとを:=、 アクプを鬱 ります。家霧

,ま l争 ― Z姦 雛 多 そ し て ,次 作 嘔 舞 L脅 ■

滋審を二髪を1%か みどれ.それでクミガメが

つ:つ 多 :′ られたことがわか 筆ます,

カギ:こ 義影をのつを―た多―プ拷t発 をヽてお

誇.形 をがダイダイを形:う 多られてを`考菫

す。オジー

'■

す額を く′メニ :こ髪 り髪び髪

ろみ、テ′三ニケ移 れ 二棄かうて発 多弯多

す。そ 各て、形をを多まえ.彦 ―プを手な
舞轟菫家舞

F



り審彗ます。海の中から徐々にウミガメが

姿を現し、ひつくり返るくらをヽ饉をヽたサバ

ニに、オジー;まカメを取り込みます。そし

て、タイ ッとカギをカメの言からιまず し、

多 も無かつたようにタバ =を吸います。こ

れがまた格好をヽいのです。

実′ま、私はオジーに殺されかけたことが

あります。あ・/o年命春、オジー

`こ

耀んでア

ルクミガメのオスを推つてもらい、発信機

をつιナてその行動を邊鱗する議繭を立てま

した。わらか じめ知つてしヽた、ノヽ菫舞の石

院 議の菫方海上のポイン トに比嘉さんの

サバニで蕪かしヽました。ポイン トにつくと

ォジー ,ましヽつちのよ滲ιこ機に飛び込みスン

カ ジヤーを始録ました多そ して、数十分経

邊 したとを、オジー

`ま

アルクミガメを見つ

なすた場しく、手纂きして種そこ飛び込むよう

をこ議 しましたこななビデオを持って耀 :こ入

季、必死なオジーの後を邊いかけま した多

蒻の中で ラミガメの姿を凝そ うと舞を凝ら

す と、かすかをこ筵々と泳 ぐ麺大なアカウミ

ガメが見えます。オジーまま確等を持つて霧

り、多 :こ ルギをかをすようとしますか、一疑

羅かつたのか、クミガメは強く離 なレを動

か して、海奪:こ 議え去 りました。

私 :ま そのままカメが羅えた方幾に泳いだ

のですが、アヽ ッを気が付 くと、サバニがエン

ジンを吹かして走つ去ってしヽきます。サバ

ニの上にままオジーが・・・・。そしてそのま

ま渡権をこ摯えていつてしまつたのでしたし

「ガッピーーン.J一番近いウマノハピーと

呼ばれるリーフまででも数キロあります。

マスク議 しこみる海中鐘、遊髪麦が残しヽ:こ

も舞からず、青ばかりで海産が見えません.

鑑病な私,ま、海低からホオジ=デメやイタ

チザメが突き上げてくるので :ま ないかと、

不安でたまりません。をヽつかテンピで見た、

なオジ獲ザメの映像が霧そこ浮かんできます。

渡 :ま そこそこあつたので、オジーのサパニ

まま権変わらず髪界にまま現れませんな攀能が

なシヒシと舞つてきます.見えなレー睦 ,こ 彙

かつて議ぐのか、考を維耗さそ者をヽような

浮しLているべきか遷いました。ものすごく

無難がたつたよう:こ 悪つた作ですが、実際

,■ 参多分ま禁どでしたそサバニが季さく見え

ました。多死そこ手をふると、まうをく透づを
'

てきてくれました。サバニクニまし髪ろを、数

多嬢 2参 c羅のところをこア発ウ三ガノ参

でつか←なか纂をました多オジー鐘夕′
'影

をくみえなから種 れてつたサー.カ メをみ

ると、多ちから4L恵れる惨サー,」
「■

～
募

姦参iを ち.すつかを、なれてたチーを孝

そ雑季.■ の後幸角がク竜ガノ拷参考鏡

'Iし

て,tる 多でし二多みそ参多.嫁ジー霧ち

ラー裂.ア ルクt〃 〆多移を笏多 して.多 :こ

多多多な.た,多′,,そ多●Lオジー多多 ,こ つ

を―て多 ,こ多多毛をみ,■をみ:勇 懇免みで多た,
鬱籠ガメ警核議え機膊季



ウミガメ鸞甦邊 鰤 な非瞼膵

委孝凝島で絃、基まどまなシミガメとの

かかわり方が多な してきました。ある時彙

≪7雄斃嚢て鷲ま、ウミガメ鐘多重な機老資象で

すが、皓気を姥後が変わると、それをま守る

べを拷象でした多今攀猿、芳気象察、蒻蒻

甕罪としての多舞が強かった持羅象でのク

t〃メ:二舞する鑑:Lを霧ク しましょう多

藉擁孝島北移:二 :‡、クミガメの機髪を凝

数する鑑れが多家暮れてをヽます`多象落で

行移れる:舞 甕 6躍 の多露クマチーや、篠霧

7躍 のシンジャ t、 シヌグ、クフユミとをヽつ

麦多鍾のなかをこ、こうした後多魏 みられま

す多これもの発難;裏ま、多多・肇みを感霧

し、次移午参髪多 多豊秦をな うとをヽう意察

多をヽがあるのですが、そ織ながで、シtガ

メなどを機みえるまれをするのです。多霧

をこよつて鍛、ラ竜ガメで,まなく、スクなど

参ゑ、イルカ、イプシシなどを機らえる霧

夕をするところもあ季ます。みる鬱夕を多

うことで、それが残髪 :こ なることを嬢持す

るとし～う後4義多壌てみられますが、この

後をιま、象そクtガメなどがたく墓み拷れ

るようをこ縁つたとをヽうこと参孝嫁してIL衰

す多

グスク籍気や禁家五壌籍資な嬢、多猛:こ

先玄つてクtガ ノを移霧 懇≒多老のとを

,う 、クtガノ参熊を″鶉:こ籍ダ.移役 4拷 竜

ンチ多クを多スがをうをこ資/tろ ををヒ多努多

ルtをみれて,¨ たを客みれます。2参考亀ク

ンジャ質、シタグ、クアニ tと しLつ た条筵

多多雑″われてを.ますか、ゑそク■ガメな

どを機みえる鑑礼雛t髪クだをテをな隼.象

笏:こ そのを髪ち客れ多れて.彩裟亀 蓼て参

てを―多す
`

髪をでも、かろ多してクミガメを機みえ

る鑑れをしているの絃峯封 透甕茜とな議

甕鑑孝纂のみです。ここで,■、燿脅古のク

亀ガメ蒻髪颯 後礼 :こういて轟クすること

:こ します
`

透野奮でな、:羹 霧ら躍参奪露クマチー
'こ解をヽて、ウミガメを機みえる鑑孝Lをそ7つ て

をヽます。クtガメみ髪後が舞るの:ま、行事

参善心で為る多舅爵舞です。この発の夕方、

家多の多難場であるアサ琴な接後が多 り、

アサギの髪霧うこ舞スが発象・―tて行移が笏ま

つ多す。アサギでの集事が多みると、諸後

たち,ま 、多 :こ 轟て「か―みん1拳―みぁ―影

4か―み,ま 簾メ参ことクをし`ラクニイをな

をヽます準このとき、多疑甕たちの鍵季:こ 鍛、多

を維る構をかたどつて、饉を持つた脅多か

象季嬢むのです 4写嘉 1,cこ 参クニイ :ま .

髪をで ,■ 歓議が変わつてしまってしヽます

が、考・つて絃象脅ラミガメがたく薯んなれ

るようを二とをヽ 多潅家でした多クニイル1多

わつた家%で、%を持つた脅多たちな.垂 え

の資年をクtガメをして発菫えてにでな 響

ます多どの脅年々携まえるが絃峯九
`奪

;鰺

郎凸 毛



写真2

らされていないた等、逃げ甕る1人の青年

を後の青年たちが違をヽ甕して嬢まえるので

す。 クミガメとして鐘まえられた青年 ,ま 、
このあと、アサギ近くにあるカミガグムイ

をいう装 :こ投げ邊まれます (写真 2)。 この

筵
`ま

、かつて,ま クミガメを解察する場騎で

あつたと思われます。

シミガメを髪まえたらと、議役猿イプシ

シを釜まえるウ義イを教|ヽ～青年たちがイ

プシシを後で安いて、その墓を教をとしヽ多

後aを行をヽます`擁
のシミガメ麦権のイノ

シシが考:こ なってをヽろiと がよく分がりま

す.ただし、イプシシの金,■、貴重のころ

菫で多靱,こ飲んでを.た とをLILま す力1、 クミ

ガノの場をri t多難で愛ったとしヽラ難脅:i

今寺遊晰 のス々参了,こ毅残って,1多 せん
でした多

拶]IJi`Ю
『

:誓う言う][彫[彰
晰炉鰺餃抒虔歩甲闊嶼孝骰彫剋

多
忍

N麦撃髪孝菫亀勿凩山鯰靡髪鐙旱 4癸多 N

多髪診ぎ繁勇:こ まる髪を―毛み多が行われて 凸撃t診蟷晰シ参吻杢蛉―■、な最〃ノ修 赳
ケー多した多彩ちを多彩奉笏壼多彩そ恭で 0け嚢鯰鯰勿鰤贔。          |
みつた場努多で雑レクt〃ノをィアシン,こ

鮨多多髪窄舞窄舞舞葬骸繹多葬窄窄不ξ

遊選することち多く、最近までこれら′;費

重な資権であったょぅです多それだ
`′

:こ .

農分たちの登活の安泰を祈る多議で、海 を

轟の豊漁・篭像を折る場合、ウミガノそイ

プシシが象後雑な意象で擁まえる後,Lを

行つてきた
キ孝

えられます。

隣接する久意 とをヽ ラ姦落では、躍 じく4

舅 クマチー :二 難しヽて、種参の場みごろま

で、ウミガメ役の脅年を推まえてしヽました

が、そこで嫁、クミガメの条をまれた多褒

を轟していたといをします。箋家三華時負 :こ

まま、遊野右でも露そらく実簿 :こ ウミガメを

イノシシを推 みえて祭麓を行っていたので

しようが、次第 :こ ウミガメ織重要度が丁が

り、ラミガメをイノシシ参資お りをこ脅年を

機まえるなをヽ う髪孝察こ変イ魏してきたと思わ

れ ます。それでも、海ゃ秦参資後の家多鋳

存整をしてラミガメ脅イノシシを機亥える

所作をするとい う髪4が多われてきたを■

シことで鍛なをヽで し夏多ん,
今甕纂ク した髪脅夕のクiガメ鯵髪獲像後

:こ 参影髪 ,こつしヽて,ま 、2特毛年 舞 舅孝
`二

発

行 墓れた,霧学魏貴争 葬孝文化髪寃霧蒻

『菫アジア:こみる資をこころξとをLう 孝纂

髪象基れた「持

"の
クtガメ髪多髪名を多

牽多態をしヽ多髪菫で考察蓼て,L多 すこ



「カメハメハ五理の難介二

幾本現男

カメハメハ五躍れま、静薙県篠票霧権良

野に存在する幻の二置です。二獲の理震は、

現在 280名 を数え、名誉獲民には、千葉県

議事の堂孝鏡子氏や亀鑑甕鬱費も名蒻を逢

ねております。

この二攀が建轟に至つた逢種を読携しま

すと、それまでアカウtガメと言えば、隣

率の華誘難が全轟鋳にち審み天繁議念物の

発室を受けるなどして有名ですが、機表参

蒻孝をこアカラミガメがそつてくる事′ま、鍵

元をこ奮から猛んでいる人々な知つてはおり

ましたが、保護競珍:ま 嬢スレベルで譲々と

行われているこすぎず、経そつとしておこ

多場という海岸を教多する老ス参声が彩象

をこ残っています。

ところが、10参多年食に入り、レジヤーが

多葬ι江し、攀鰺彩議革などが警スをし難み

ると、髪かな参携を持つ機表海岸は、あ-7

とをヽ多費をこ昼家を鷲毅ず孝濯が豊り褻る蒻

禁 :こ変貌したのでしたっ

また、多かな雇ク髭島とを`ラの絃、えをこよつ

て,■『変える圭理 を考える人々ち多く、多

多:二 圭移を入れて、家孝場をグー トボール

場を確多 しようとするえたちち髪れ、この

ままで,ま アカクtガプの上鑑薙参:こ 彦資を

多けをちたらすを考えた一多の人々が、多

多み参孝蒸参脅響ゑれ窺甕修の要髪を考蒙

:こ髪多 なたところ.髪スレベル義甕箋 :こ 雑

募 蓼てもなえず、名らかの霧多を主ち上ダ、

『権皇窪篠輩壌整」でラミガメ
`二

発鷺権をつけてち`

る機子

生愛の総意 として要議することが行政鍵 を

しても議をやすいとの発影を受 :テ ましたし

そこで、特鬱多年からの客 霧のアカクt

ガメ参議奎結果を斃まえ、多名が発嬢ス と

な つ『凄奥護舞葬影を立ち上げる事 :こ なりま

した。

ここで、輩髪うこなつた録:g甕修の名髪G

『OOを守る会£、ro各毎蒻待多彦等多し`名

髪,ずか惨多髪窪こあがつたところ、名移攀愛

でち為ろ葬舞集宣貴多参墓孝髪孝数多か

ら.『ボランティア嬢姦しまなを考基とのア

夢峯イスを多て,ゴ蓼み多書を・ア弗クt

ガメが弄名髪棄しえ多≒みアイ霧易を発て

多孝持で多つ事を受孝サ、進が多のみフイ五

纂多多えな資Z子をング `カ メ/・ メ/ヽ多か

多名髪をレヽただを、カプ′・ ノみZ纂 とし

田 口 ‐ ロ ロ ‐ 口 甲 甲 口 甲 甲 甲
“
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て、1997年に建饗な至つたのです。

こ参名離な、二年舞のマイア ミでの世界

クミガメ会議 :こ 三機のメンバーが多力露した

折、篠擁に も要CAAの ジ 議―ジ・バ ラー

ズ移士がネームプレー トを見つけ、大レLをこ

盛 り上がったという逸影特きなのです。

三理で:ま、機裏海岸 :こ産葬の農、上接す

るアカウミガメの難 ・鍼 活整おり筵、海

浜羅量、砂羅連続魏定、定点写真撮影など

海携浸食続溌警査、ス トランディング時の

解躍議査、ふるさと議擦会等の啓蒙活議、

機良農然環境塾等の青少年育成活動、竜富

裁靖織と鐘 ll‐った海岸溝縁、また、/1・ 中高

生:こ対する議嚢彎鼈 轟体との交流などにち

穫緩鋳 :こ参議するなどして、活動は多峻に

わた‐―・ており、議舞譲『 カメアヽメノヽプレス』

ち轟薦で発行 しております。

また、一年に一度の8舞

`こ

行われる菫甕

祭で,ま 、確窮県を猛参羅員も一簿に会し、

バーベキューそゲーム、放擁会などをとお

して鑓睦を霧場ております多

昨年までなス トランティングち多発し

て、とちすれば産穿甕数を選えてしまつの

で:ま なしヽかをた愛されました。多奮 ,こ よっ

てζま、菫攀名ち変更して ξス トランデング

菫轟髭なんて名幾ち考えましたが、そんな

ケ多老鈴′か髪をよそ ,こ.孝年度 ,■上箋甕数

色彩3甕 4ン鉾う弄Z3甕 )と え幸をこ霧髪質しため

でした。

みたち:ま『 ク竜ガメを待ゑ{暮らす燿域

づくつ形か髪嫁ですしたとえ少しろ髪 :こ

なつても啄登窪鑢を多多する髪を推多たをヽ

なみです。

: 機本壌霧 ク聯まもと あきま→ :
:議縫 年濃驀難権菫霧豊ま象 《ど～ :
:籍～移 :サか亀鐘さんと轟奪機シ壌 :
:舞 rlt季数を率業後、家窯で幸拳か E

:ら大学まで参燿ごす。千葉難参石 :
:濃儀学=ンピナート管理業務菱舞 :
:た後、大数で4年難燿ごした後、実 :
:家の経鸞する奎後:こ 入社して現在 重

::=嚢轟.鴛 95年権奪輩年会鰺議主 :
:饉参や ん:ずく鶴選をきつ参け:=権 E
:農参やミガメ擁豊を耀嬢して、 :
奪鶴鰺7年燿メニメノ亀三難を推靡機事 :

奪として事務議をつと録轟みたわら 機
:毒 甕蝙奎麗鶴:こはなゃ纂颯鏡上睦 :
g鋳嬢:こ 鬱ぇて簿豫づ≪響鍛躍苺罐 :
:壌霰嬢参ジ議ギング脅こなす。九鐘 機

:轟解證壌をしてしちな簸ちと鵞傍踵ζ亀 薔
g轟骰鐘跛苓羅ながられ惨かりと後 6
:奪もしてもtる。         菫
菫壌甕轟奪参瑳ガメ鰺鰺奎鍮はな。  も
考                                      る
亀                                  ξ
態

奪 鬱 鬱 鬱 奎 多 鬱 髪 警 鬱 黎 鬱 驀 鬱 警 議 鬱 鬱 警 鬱 滲 多 鬱 僣
多

解議してしヽ暮擁子



欝鰊―夕懃斬障のア飩ケミグメ綺餘痣

緒 丁 毅鷲

幸ミガメと参議甕なた

一プ薬擁岸で接めてクミガメを見たの:■

奪摯纏年〔豊参7Zシ 、影が奮鋳 :こ持つて実た

時だつたを5燿 の海る馨、海岸を数多して

いるとL島 |ヽ多婆を二髪筋ち葬様な鮭霧をえ

つ ;チ た多をヽつたしヽこれ ,多 なんだろラ,舞まま

多密ち手なつて発すこと:二 した。 しかし、

そこ:こ な名多姿うなかつえををく:こ いた裟

多ラをこ舅子肇てジIる とそ考ち
`ま

、シミガメが芝髪多

のた峰な豊難してをた羅霧であると教えて

くそつた。峯夕を,ままだクミガメの燿憂葬場象
'こ

つ

をして,■筵轟多鍛葬肇猛耀難、量久島参髪多

機議が有峯で雛もその霧絶 :サ 姦つた。しか

蓼こんなンをな耀難でを穿多為ることな

発ってうれ しくなったをどこ:こ 葬が海像の

か乏家をたぐつてし1つたが、そこ,i舞移 :こ

ろ全纂議惨髪こ暮れ葬
`ま

甕嬢暮れスをな策

が髪を・てをヽるだす夕だった。 議葬膊をこち嫁

夕して,Lみ をやをヽてをヽたウiガメがこれで

難大変なこをななると急つたな嬢、孝髪ク

tガメ参像議がどうなつて,れ るのが多髪 こ

尋なることを二した。しかし奮ねで,■ まだク

t〃ノ,,Z多甕念輯 :こ髪宅をみ―てなを―作で

歩か争婁そみとをヽラ塚多だったな

け腋鑢颯

これて,'蓼 裏子かなりし粂身で轟え像をみ

る多守芳ノ参考つて'争る予.こ たち勢黎髪

寿えをな老多だを客つた多彩舞からな;,多

手警呼俸颯跛をつ:,て簸す

攀―スで彩影を多くを上無 し左カメ参羅蒻

をノー ト,こ議ス してを～つたを海岸で纂舎 多

ス :こ 色々を影を,■て力Lる と脅島のこどち

の くをことしヽ ラ遊攀髪をこク 1プメ参写藁 を

確つてをLる スがILる とけをLたらなな嫁 葬尋

れてみた。石多Z歓 墓んだつた。霧録て葬

:こ するクミガプの薙芽シーンを見せてら

もつたり■くと羹籍まこ霧しりヽ考を―がした。名

ちえたを・多そこ守カメ,■ 霧家 ,こ髪姿そこ贅4
二とを教えて亀もつた,ま しどうしてもえ

う
`′

てそうラを脅輩がら多多彩孝を多くこ_

≧:こ した,でもなんレなかカメ,こ琵型髯髪咤舞るこ

と,ま 脅をなかつた,多 彩みたつ亀墓る舞.彪

やかり参蒻髪脅夕を―てフーると多多ちや ,こ え

をな髪多舅ラを4義そ%見 したそ選を重拳

象を老 蓼多髪,こ斃季髪ををしつをそ多多
=

を見考った,そ ,,′ 季拷ノだった。■つ{



りを上難し毅のたなんとЙ多彩艦gも ありそう

な資をなカメだった。そがて多髪まで豊う

つくを贅髪りを降みた。纂夕
`髪

どして究機

りが鋒わつ駿多かな多つた争菫っ鍵をヽどン

グンZ多 ような参が家々を表み姦を墓れ

た,多 参考ちすると髪究絃参でをヽっイをし,こ

なつゑを持鰺Eて カメちえ争を奪数をし霧び

彩み務をした警 :こ移をか :′%み驀あると

手ぅ{を と発 :こ舞ってを蔦った。一燿参行動

を多み多でつ暮れこえてしヽたな鍛後を作髪

後多拷多薯:こ ジーンを確 :こ邊うちのを感じ

た,そ こで多■の免持ち基1を ら,こ 髪くなっ

た,し かし、こんな脅多絃―スで鍵亥ろぅ

参考ないと客■雇多をん考多鯰贅多寿髪家

笏髪レ審島多え募んなどをこ孝夢発し,テたっそ

の後をみ:こ多{奉ぇたちを多摯して多後蠍

多多究髪を多多したをそれから%多こ多辟

査を続け早3を 奪鷲こなるぅこの霧参参盗鍵を

なくすこと、カメ参登鰺観察、海諄での多7

動仄蛮と窮げてし～ったがちそ寿舞存髪4参

カメ霧議の書機などで姦愛の理解ち得て一

挙 :こ奎嬢ちら斐少したG

難核麗鑢

そして行数うこ録遷珍 :こ参議 し―プ髪蒻

岸のウミガメち奮鏑孝のス舞議念物をして

議機されるよう:こ なったこ暮ら:こ発議髪蠍

毅集≒:こ姦雪がっていき恣4第後 ,こ ,ま奮髪を要みの

多教滋るこえ募蒻難議が柴推宅の五擁議な霧を

なつた,拷 メの上睦数ち奪々罐髪 し4多彩2多

'こ

,■鶏 :3多を理の上睦を難難した`多彩霧聰

が実を多んだを思惨て■たが、1ク髪1年後か

み、奮銭菱多髪携が鰺菫りそして壼孝奮嬌

雀髪の拡張二薯ち拷まった,ま たち燿嫁髪

象の霧多発多ち襲み、それをこニァクニーニ雰

髪蒙モ、滋緩化を,Lっ た塚嫁髪筵多蒻寿脅

ι乞ち影りしたのか、2を犠 亀みつた一ア多彩

多の多髪寺髪食彦1彩髭 :二進み霧し多多で
=

Z多 数髪を多くなつ髪霧多 :こ 義″露多等多家

が鶏るよう:こ を手影ンクラー ト寺髪をで多

録られるよ多,こ なっと,するを多脅うすす

み多又老多要した多多髪承するところが多 {

をった多そして考葬二髪多ち嫁夕してを―っ

亀=zラク,多 :こ ,多 多彩髪を多冤多夕 ,こ をラを

霧爵驚夢を整■てくオLな壕髪み た機器構噸髪



甕した。しかし鱒喘1年から霧ぴ鐘鶴饉難が

見られるようなこなった。鷲千年も警から嫁

脅幾 ために富鏑:=争って来てしヽ各ウミガ

メを思うと彼らを今縫やすわけにをましヽかな

し苺痰とかして安′さして産斃轟来轟涙参罐畿

を残してやらなければならないのだ。今後

も私たちをとりまく野生生診との奥存機を

考え、疑異一致して通れらの動機像護をす

すめるためるこもっと重く霧議作輪を歩らば

でしヽきたりヽ.

まだ震疹凝かつた甕 わずか:こ残奪れた参震

%τ 斃 4た {′ なた多ろしシ                                通
鰺多多奪九慾蒙霊修え`墓軋心彩贅撃

`魏

移芦董攀フで確産撃を学び,議葬でe彰 舞参夕多饉鑑寃霧 警

葬孝確ンを一をレ髪一議鰺蓋
'こ

甕はする。脅参後曇率ンプル錐劣参残蓼票蓼z懇―シ彫ン作蒻甕作 Z
亀轟葬孝金虚警参考ι修発斃甕アジア姿サ多降髪麓をは

`チ

てみ鷺筵が.:鬱7毛 黎筋雖 :こ 甕孝て携機ての 「
金靡鑢晰鰺を心数多%多髪笏.こ こで多嬌颯晰券多甕は多咆孝を髪場墓諺ろぅ多亀颯晰院を老惨鼈 N
多斃後を義て姦髪饉墓鬱るた携:こ 隧隧骰多露作甕隆を/る 髪を多

'こ

は多鯰晰参肛跛:こ 鶴力を入筵みを 0
髪禁等擁携て維グチ議奪 券錮甕子クラ亀ンプ秒贅心掛甕それ:こ 多く姿髪夕鍼輯券髪甕をど′班儀魏 多

能各鑑髪懇亀。この時ア機奪菫ガノ慇作纂後をしが多等奮院等義能鯵多饂篭斃惨稔惨亀プメ嚢虫彦ゆ た

券鰺形を生、多た鶉鋒券藝多能晰券髪は多な基セクフ多彩欝晰輪笙晰晰了Z髪 をけ幾多えをイ奮雖炸髪 炉

瞼鯰多麓髪奮髪、葬峯奪翼ダメ後は像蒻苓シ                         膠



絋贔鵞芍扮な重山藝鞣屹心黎なし

洟釉 芍謗咆躁
峯羞蓼鼈な

髪発みえ争 ク薫ガノ多究を絃誘多z多 ,こ L箋
箸斃髭姦貴学の学笙であった家舞友老民を

そをを二発髪 しま した多髪冤島象数上髪で難

脅からク竜ガメ参葬絃睦え多霙 ,こ資解 をし

て髪髪 墓れてし.ま した。鰺γ多多た後孝、多

多量プー姦考 クミガメ多行っ拷%饂なィ

メージをこ裏季後鯵髪 をしての多髪が多麦多ち

多葬像多彗:こ ょぅ議髭多勇奪撓ま季ましたっその

よ うな家髪 ,こ 危機感 を推 をした器が多毛の

なつか :′です箋奎皓難多参髪_7‐ :こネ月を後

う甕暮れし身器老後を感 しなからの華多 ,多

護髪後で したり箋籍鐘餐髪だけではなく、多

費島県権で多々な方々が多階でクミガメの

雀後纂奎、会 議を霧な してをヽま した。今

うした彩霧会が実って議舞年 3髭 :こ斃姥島

多クt〃ノ多髪多多多彩芝墓れました多
4多髪を多 ,こ 翌みを卜をを考絃え多舞多久彙
か、多みが4ニニースレター場ぅ1確久為
象彩毛z,こ舞タタろクt〃ノ鯰甕多彩髪幾多

多舞′た で参多分してを～ますクウ羅多髪 ,ま 多
を全ゑク,こ 彦秦て葬考なくクtガプ多の機
多 `彦鍵みれた多多分髪験を多彩等で禁 12:こ

して彦を、こみ条髪:こ まって参録て髪鋳髪
髪,こ まってクtガノ織多なが完行爾鐙とな
馨ました。多髪疑定を舞鋒:こ斃冤島多がク
ミガメ参猛後議査を行多ことをこなシ、奎簿
すで

'こ

多緩のみった、長縁鼻バー孝ング
ガープン、髪久島ラミガメ緩究会、麓2■
大学クミガメ髪究費の多霧葬に委託これま
したをそがて多舞 な委託されるよぅ,こ

|

仁 嗜



な等、それを二多を`彩盪参議整Z毒 を多賣

し、身2,多 年象珍な家
=琴

霧象参菫́6董 後を

多邊奪亀%の 22雛 を多擁髪して多4羮こ

至ってを.ま すな :鷲 lク

`蝋甕豫邊

葬孝二え多重の一つ、多豊易を二,■ 6髭 から

3影 をこかをサてクtガノ拷電髪:多彩をこ多れます。

そのた寡象髪鍛多薦幸%か ら7疑 7旬まで,

髪遊参2`縁髪を影Z密多が多Z季参了老 {かをサ

て、多髪を無ぐたん象をバ ト猿―ルする≧

≧ち:こ 、ア拷クtガノみ上鰺 そ老舞羅菫を

行つて,Lま す。アルシミガノ参Й鰺 ″老参

の霧象Lア発クtガノ:こ鬱邊したケ:こ :ち考

嬌 ′陽髪.■多 `老葬髪多分誓はみえをみ

の機銭、多ら:こ 2摯篠多を二多髪を多を し多

す多多亀t家後する考髪多みら4塚髪でを

葬 してし多を'薇化燿1鬱 録なをL場を :こ 絃L安

全な髪を・・‐舞参彩後を″ルを
'′

れ ,ブなりま

そん参そのた姦L姿を多う
'す

なをヽまラをこ負

をう :す ながら、チー義一九をなつて手分 :タ

して参後多発を多をL多すぅ

孝躁浚雖慟

,各 グラフ〔黎 Ztti、 ヨタラ多多～ Zを多多多多

での多上接 :こ お
'′

ろ逢菱 ZЙ 多饂の上摯 ≧

髪葬・7移 髪多多多多を季 しますti鯵 '

多葬霧象鍛Й多%等多ぎ―ク箸
'こ

え二 .登ラ鋒

饒
餃

孝穆了

霧辱参

確攀参

辱攀

了

楔魃鰊薇蠍

旅なり橙炊

惨鰺毎   参譲彙諄   扮γ牢   彦扮呟翼   了嗜奮霙   躊靡了

鰺2 は擬舞 了鐙鍮血瞼鰤冬辮 鬱蜃了魃骰



年から半分以下に減少 して愛在 :こ菫るまで

あま り大きな変動はみられません。

,最 後 :こ

毎年次上携では、私髪の議査議毒中に、

幾で花火やたき火をしている九髪を多 く見

かltま した。花火やたきスの音 と光
`iク

ミ

ガメの上睦を嬢げる可難整があるために、

見かけるたび :こ注意をうながしていますが、

なくならないのが我験です。 しか し、ウミ

ガメが多 く上陸する嚢冤轟姦 :こ おいても、

一綾の人達 :こ はクミガノ,こ対する理解がま

だまだ乏 しいものであると感 じます。この

費理を解決するたみ :こ ,ま 、一人でも多くの

方に事実を爆つていただき、クミガメ

`こ

対

する爾心と理解を深み、集翼の議 りとして

をヽただく必要が海ると思をヽます。な髪′■、

毎年行つている小学生や髪子を対象とした

蒻渡などの活動を今後 ち獲経鋳 :こ 行って、

著発 `著ゑ :こ努めて■きたをL≧ 思ってしヽま

す多

また、今年か ら新たな象 り縁み をして ,

髪冤為多笠接裂警 霧裟で宅鑑羅舜をしてお

みれ る富菱緒 碁ん :こ 協力 してしヽただしヽて、

髪髪募れるクミガプの蒻甕ち行って0・ます多

髪 ,こ 1～ 2甕維 ,こ 霧脅 喜せてをヽただをして、

多れたクtガメ:二葬数を多老 し、書蒻鍛髪

こを凝・―て摯装 してを‐ます多象髪えt髪行で

ををを
―
舞:こ 霧、考粂奪ん :こ たわ り,こ髪姦を

して■ただをして,し ます。多鯰毛て拷髪 をれ

るク竜ガノ,■ ,ア ルクt〃 ノ絃夕をて,多 を

んどがアオクt〃メで、多 ,二 年 :こ数甕タイ

マイが多象ることが多季ますこ一多 :疑 多多

ものアオウミガメが擁れた藤
`ま

、難中がウ

ミガメで一杯になって大変だつたそうで

す。また、野甕筵で放痰したクミガメが長

籍条や義後集で再機獲されたりして、これ

までよく分からなかつた東シナ海から窪本

霧への霧燿経鋒などち、少しずつ甕らか,こ

なつてきてひます。この議査を今後ち難緩

していく中で、私たちが舞轟勉で標識を禁

著したクミガメが、また全種各睦多どこで

発見されるのかを、露大カメ季一毒楽しみ

:こ しています。

ひは塚券甕絋贔考髪骰多れたア多鬱髪〃メ



絵羨骰舞

ウミガメ巫鰊狡鰺 恣

「嚢をこあガったな亀fメ リ行晰聾

今甕絃、産多「のたみに多接:こ 上鰺したメ

スのクミガメ録一燿の行動をこついて霧介し

ます。猛穿纂査 :こ構進しておられる会員の

方に
`■

馬の写に移 となつてしまうでしょ

うし、長くまとまりのなり議:こ なるかも舞

れませんがご客教下さいそ

一毅鋳 :こ 上睦したメスの行議′ま、上睦、

ボディービット、穴議、産穿、穴理、力そ

アラージ_・ 、露葬参議Oのアニーズからな

誘、嬢幸で多多整がな:'ればこの甕な行お瑾t

ます。上睦
`■

、擁打ち舞:こ 姿を霙してから

ボディービットを鰺みるまでを発しますc

ボディービットとな難き獲れない言葉で

しょ子が、え嬢に尭主ち、多か鐘れる機度

の資を確各行けです。穴舞うま霧なし璧参葬

室を機る行為で、多:き 髪を彦葬が始まりま

すc髪葬が終わると穴髪が始まり、彼数を

多って参室を埋みてしヽきます。ラ:を続き蒻

後も裟つて多方の議を教拳へ揚き鵞ばし、

ガディービットを髪あて,嗜 ます。をヽ移を

み力そフラージュです。そして、耀へ と

多多てを1を ますを一燿の行舒 ,■ 写くてち豊

箸々を要します。行会を裏惨権か舞蓼秀す

る多ち募窄ますが、こ整髪霧碁れ拳こと鍛

:曇 なんど姦りま彗んみで鑑、その霧秦ち奮

録て一髪各行強をは :こ影なく髪ってしLく こ

と:こ しましょう多

まずちク竜ガノう1参髪,こ 上髪すると、や

を多
'こ

こすつつ象夕るまうな多多考1■多墓れ

ることが i4・ 諭多夕.こ 参多荼霧ヱノリング

をを,ずれ、「参の実をヽを銭いで彙分が生ま

れた参議かどうかを確かわてをヽろのだ」な

する象魏が発後されたことがありましたそ

しかし、多家する証鍵もを宅する議斃も子

分 :こ 魏そらみないまま、こ参覆魏鏡鬱究者

参斃察の拷象から発れ、幾多に至つてを・ま

す。ことの嘉鍵:■議のままですが、多 :こ ス

メリング

'こ

よって携を確黎 _て しヽるなら

ば、逢ったことるこ気づき嫁中で多:き 返す後

葬がもっと多く見つかうてちよをし

`ま

ずで

す。髯裟甕難が実際,こ鍾こつてをヽたとして

も、雀党を錮 雑な手燿tか りをこしてをヽる考

髪髪な機く、今の段難でこの″議 :こ接室の

後象を確持して猛分する作すま甕えるべきで

な妻多多

みて,多 ニガメが多多
'こ

上象すると多数

鋳なえなが多るこれまよく確られてをヽ菫す

が、多牽芳≪づ毛参が多ごと:こ異なること,多

髪多議でしま子か。ア丼クtガ メそタイマ

イで,■左竣作鏡葬を安Z,二多かして参晰す

る分:こ 拷して、多がえををア考クtガプを

考チガメでな左右の携けを嬢えて観かして

多みま′.ちなみ:二 考タガメ,■ 子ガノ参箸

から2を霧窄です考t、 アオク竜ガプ絃子ガ

プ多多 :こ ,i左茂交五るこ瞼かす分です,こ れ

,=L多凄ある多甕資をくなるを、多彩霧箸

:こ饂姦多らな■をなかなをL勇・るだと考えら

れてを―象す。

こ多嚢多,こ 笏多鋳考姦髪を多 彗をがも、

ク
=〃

え;ふ う墓を―多髪アヽを二考iつ て■を

|

|



ます.毛考ri絃生多そ霧をなどの鋒多物を二

残たるまで髪み、そこでょぅをくボディー

ビットを多参あますを家,多舞鋒:こ多霧舞瀕亀′菫髪多生

多付近藁集幸すること:こ なります.権生が

なをヽ多岸を孝舞しのをころで,菫 よく護岸 ,こ

繊 42・ て亀が在裟左楚し、絃後も議をうなをヽ

場統争
'こ

:,髪参髪轟が暴髪裏二なるところまで

生がってして ことが多しヽまうです争孝らな

葬分
`;技

を二焼われてを～るとをヽ多ことで、参

が重承したり擁碁れたつするた技が姦,L参

:こ 難 して、該珍が生えてをヽたり鐘の修毎の

ボディーごットが残っているようなところ

,ま 安全とをヽ子わ
`チ

ですゥ

また、表参み の睡擁
`こ

不燿して,「 ウミ

ガメιま参幾表霧鍛髪甕よりも種かしヽほ露を

髪ら≒ という魏が発奪基れたことも為りま

したが、後,こ なって猛度な全く舞像なぃこ
をか萎らか:こ なってをヽます作で注意が多髪
です。開違え,ま 孝髪なち作でしたを多究者

がサーモグラフィーをのぞきなが毎クミガ

アを邊を したところ.ボディービッ トを,ま

こみた場所参堆髪滋度が髪霧よ季ち凝夕墓

くなって,|た ことが幾度議の機鍵でした

が、そらそ 1シ 多令:ま髪蒻の移ようち了の多
各方が猛かくなる後岳,が あり、ボディー

ごット:こ まって下から霧移鍾こされた感か

をヽ多がええたまでのことだつたのです争

ボディービァトのポィントな、穴嬢 :こ免

立ち、髪貌・τ甕纂参弦髪を下げるたみるこ、

Fな 基る参を轟来るだけ後き薙すことで

す.我々も議しヽ穴を機ろうと思ったら、,=

じめな鰺の下の移をど
`す

なけれ′fな らなしヽ

のと霧蓼です。象しボディービット′i種を

髪核 :こ まって髪を―が貴き<.髪 してなノク

ミガメ≒アヵクミガメ、タイマイ、こラタ

クtガ メで,■ ごットが残く、家甕多を後を～

たらすぐ穴擁・‐・彩行するのち基るの:こ 舞 L
て、アオクtガメ≧オサガノでな彦讐が全

て舞れるι禁ど霧いイプトを機シます。

ボディーざフトが終ゎると麺ぞ:こ 策数が

擁まりま
‐
3‐,こ 寿鋒まこ待多羅な幸鐘、左多

交互 :こ嬢る薫です。た彼を穴の書
`二

入れて

をヽ4～ ,ま 、を鏡 ,■ 豊:こ 舞って多重を支えて
を―ます。多を維んだ左後を持ち上げたら、

多繹繹警髪〃ノ了姦炒
争奪亀〃ノ雛骰ってあたる蝙L饂葬絋彰

ア擁警亀ガメ ウイマイ アオつ髪ガノ

蒻 彰



ひとまずその移は左肢の下におきます。そ

して今度は左躾で鏑ん張り、代わりにな肢

を少し持ち上げます。そして、右競の下に

ある砂 (譲理、な技で曇りあげてきた秒)を

右鍍で右髪の読方へ:≒ ιすて縁き飛ばしてか

ら、な妓を穴の中に入れます。離れていて

ちこの移を撮き飛,fす音が躍嬢鋒:こ霧こえ

る録ですが、羅嬢:ま次第に長くなつていき

ます。やがて壌が選かなくなるほど穴が深

くなつたら穴権をま終わり、繭後駿が麦麗な

甕 う産芽姿勢となり、いよ0｀ ま産夢酵が1ま し

まります。

産舞讐:ま物奮一つたてませんし、穿が難

てくるな 轟腔ち髪穴も顔琴の下な鑑れて

しまうので、はじめて見 4/● 人は産穿してい

ることに気づかず、後で 移舞を産むところ

が見たかつた。ずつと謗で待つていために

.… …Jと 残念がる痰も少なくありません。

これにはメディアをこも資髪があります。よ

く続薙や雑誌、テレビなどを通じて霧にす

る暁像で
'ま

参が写つてしヽていますが、われ

難し
―
かゆる「そらそ」で、多為わ,こ後をか

ら後つてフ要が見えるようをこしたちのを二過ぎ

まそん。確か
`二

、不動作クミガメが特んで

いるだけ参貌後でιま舞舞をこち芸がなをヽの

で、舞ち一緒に写したしヽとをヽラ髪影者の気

象争ちが多ンからなくもありまtiん。 しかし、

多くみ多表な蒙愛ままそれ燿ι姦移みままの家

後を髪解 してしまう多で、名縁絶繁うなり

,こ 苓薙策な髪後を像れ裟すの,ま あま惨
'こ

舞

髪髪で‐2~cメ スまま、-2産姿を耀始すると

遊幸で盪姦るわ:夕 をこしヽかなケー多か、燿なで

ライ トをつけて亀修:こ陸れてち鯵 :こ髪るこ

を霧まずありません多だからとをヽつて参を

■多 Liル をして多彩 ,二凝るを、多策が鑑

れをラ夢を書わを省てなまうこをう多多ます

ので、権力避けなければなりません。とな

かく葬は見えないのが難然なのです。

鑑夢要が終わると、集穴を理めてしヽきま

す。この時、左右の後鍍を使つて交重に霧

機の多を舞擁の上:こかけるようにしてから、

次にその移をこね、その上に籍そ雛を落と

して鰺み甕ある一連の機作を、贅度も鍵り

返し行います。

穴埋が落ち着くと、力そフラージュヘ移

行します。ボディーピットの時と躍様に、ま

ず義技を覆の議に延ιずして、鐘を蛙麗と垂

直に立てます。次:こ 両方持競技を獲時に力

強く振 り下ろし、砂を後ろへ震ばしていき

ます。この議、警議:ま勢け余つてか自分の

管讐を打ち付ける猿どの勢いで、大きな音

がします。後技は堆甕と平行を二して左右
`こパタパタ嫁らうような議き:こ なります。ボ

ディービットとカモプラージュすま、どちら

も鏡後鍍を動かし参を移動きせる行ななの

で、輸 :こ 競数の勢いが弱くなつている競懲

を見た時そ、カメの難蒻の有簗ルt獲生な鏃

れて豊整こくを≒場合にι■、峯霧電が難ししヽこと

うわります。しかし、少なくとちアカウミ

写%で影斃
`班

くな―ですんう.髪をも発ところ燿ζ,ガ

ディ蓼ッ多分能そこ等多た多数です多麒は多佗は,



ガメの場合は、脅甲の左右 :こ 体軸 と垂象方

幾へ俸びる砂彙があるかないかで見分をする

ことが可能です多これ :ま 、ボディービッ ト

をした際 :こ かき分をすた多が進まることで影

戒 されたちので、産芽終了まで確実に残 り

ます`一方で、力号フラージェの際、鋳鏡

で暴分鈴背甲を打ち泰まけながら徐々に焼進

していくと、こ参移秦は建れて無くなるの

です。

力そフラージュをどのくらをヽ入念 :こ行 う

かな、餞体によつて様々です。それまでの

動 きを止みて一移唆おしれたかと悪つた ら、

突然霧 こ羹かって歩き難 i_ま ラ
‐
多いよいま

霧海です。この時、カメ;i携質をちとこ海

の方幾を雑握 してしヽます。貌 :こ片方の難をこ

ライ トを近づけて発惑すると、その後、ラ

イ トに金かつて動きますので、羅霧で観察

してしヽた人 ,ま 必ず窪好 して議かな見守る必

要があ ります.時折、呼数のため:こ 立ち圭

まる程度で、縁海の際 :こ は L睦時の慎重 さ

ななく、これがカメカ=≧ 疑 ライ発しりの燿 塞

で進み、そ して技羅に擁えます。

きて、ざ7-・ と全行程を進つてみました

が、全てうまくいけぱ猿 皓毒のところも、

なかなかそうはいきません。ボディーピッ

トや穴機に先簸すると、議めてそのまま録

海 してしまうものもいま
‐
j‐が、多く:ま場所

を移動して再びボディービットからやり姦

します。不霧驚というか、運が悪いとをヽう

か、失数を繰 り返す鶴体の中:こ は、6鋒羅

ち上がりっll‐ なしという魏もあります.穴

嬢に失数した後、次の行動を選択するまで

の一呼唆各豪をもたげて擁甕を見渡してい

る線 ,ま 、修こ裏ろうか、それをちもう少し

嚢張ってみようかと、貴きな彩意を‐-4を な

がら発ちでしヽるよう,こ見え、なんとも葬移

を誘をヽます。特に、沈みか
`テ

た上弦参躍 :こ

舞みされたシルニットを見ると、つけ嚢分

と菫れてみたりして、勢なくなることな

上難したクミガメ各行攀としヽえば、をヽつち

穿を産み落とす姿や涙ぱ舞 多舞されます

が、資方だけ鍛嬢象のポイントを難してみ

てままをLかがでしょうか。

豊陸

粂祭

ボディビγ夢 究耀琴

躍篭フラーザ鷹

奪́愛霧Z轟薙髪奪、■.=夕 摯́ク多重.こ甕g枚核
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・
鯰 拶″餘

～鐘呟鶴甕雛鐘寅轟鶏葬～
このベージでは、クミガメが産葬する葬本の移纂を維介してしヽきます。第 1筵 審套、第 4号で

髪孝著筆さん :こ 書いて髪レヽた 多「アタクミガメ奎霧子機鞍発幸拷 の悪″塞』こ舞連 してそみ多究

のフィール ドであつた鶴轟舞葬雛猿入髪鷲難を維分 します。

今年参 4月 :こ 取材として経稚佐に行つてきましたっまず、鑑本姜逢さんι二鎮脅究が多夕まつた義

猪ξ歳 形を費い、そして舞隆で鐘換時崚簑さん、議井隆鵞さん、議彩佐 うみがみ館の修機に安舞

を見せてもらつたり、異を一緒に歩いてち毎つたりしました。この愛費ある大携海岸を、ここで

ι菫:承 んの一葬しか霧介することができまそんが、多様も機会がありましたらぜひ一度建を進んで

みて′二鸞鰭子
iで しようか,

葬 参佐の大髪霧難鐘、董葬で一番最勢にウミガメの新

究が行わ翼た羅難ですし 蒙参後奪学校の近藤髪勇さんが

み:こ をってしヽたをヽつもの議びである。大多潅嫁鐘、学技から2～ 3分参ところ
'こ

ある。参学生た

ち,ヱ 、多分たち多学髪作数鑑作ごとく、この髪髪参資葬海難でよく遊んだなのだ今え
`こ

のアtプ

トー́孝.ボールー後と葬手:こ まるソフ トボールをびが,全霧銑ななつた「アルク1ガ メ辱霧究ニ

を生み、さら,こ そ多アカクtガメが霧み又禁議念診 として指定募れるよう:こ なると義難が子奪 t´

たであろうか麦 4霧 子 アカウミガメようウ

脅
′‐

tl
:そ

～
ア

～

孝魃
`参

攀後孝鋏佗躾 鐘瞑哩舅斃壼裁盗難



警又膨で見つ:サた嬢診

′ヽマなルがオ

警鬱惨浜と今惨浜

ノヽマニクノヽマゴウ 拶季ポウムギ

4豊シ
`ク

嬌 奪鰊檜荀渡鰺やなり・贅震鶏葬

4誓ラ髪奎鍵童滋又多宰豊維写■を斃鑽髪多等嬌笏毎彦惨

な躙りヽ.魏う亀多ってみ亀縫ですが晰猾等多多なんで多た多

診″,こ 匁亀ってご徘農参|た だなら発鬱多.免多葬多髪雑影を基を発
`基

うFrを
'多

多亀
`



黎軒
事務轟よ響

彦本 クミガメ会議 ご難慶鋳会議ナ

第 15鷲 露本ウミガメ会議 攀 屋鋳会議シ{≫ 舞事終了いたしました。参協力いただいた警機には

感議密し上0デ ます,今年参会議な舞本海のウミガメにスボットを当てることを考え、東纂鋳夕接

等の霧鍵袴社の官鴫宮鵞、機同で標着物を譲べておこれる標著修学会作石井なさんらを舞いて会

霧シンポジウムを露いたのですが、本会議でも犠繁にも澤本海参クミガメを考えぎるをえない教

告が維次ざました。生潟漁業協魏絶合の霧霧稚久疑なな生荒議の魔選なfまア壕
‐
クミガメが生急す

ることを、遊賃島大学クミガメ研究会の武内在撃費にιま、鹿鷲轟県琴輩池で額議教続したアオク

ミガメが舞率擁復で再発見されることを発表 していただきました。このような矯霧を降まえる

と、葬本霧繊アオクミガメにとって、意外と重要な海域である爾難整が墓まってきたようなこ慧え

ます。これからの髪議が発しみです参亀鋳藁霧
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維畿緩社、大オま純、零猛畿、森甕摯夫、近霧康男、二霧舞舞肇、大須璧哲夫、

坂東武議、井上移夫、議多久擁美、嘉嬢進二、鐘壽耗轟、佐竹好弘、

擁式会社みや、雛霧致行、議難武、ス露英鵞、嬢露痩美、浚多琴莫蒻、

主婦と生活数、義下章写斎藤充、を下湯子、議中正機、石彙哲熱、

参多霧進、舞轟安義、大舞蒟子、給平移子、黒島久子、農多重、堪ヽ移髪え、

饗滋経子、舞議美霧、野綾鍾人、広露幸生、彙羅舞一、金丸実生、大牟髪幸久、

議舞奈美、彙本総義、高機英之、嬢松至宏、後藤湾、議谷淳至、高機哲姿、

イ;燿将擁、金子泰嬢、量久島観光センター・ネイティプビジョン、

業参資治、土各陽子、露壌菫夫、嬢野逢裁、武羅餐美、篠露径子、黒舞裏饉、

髪秦信行、′;擁会夫、大野睦、中轟義人、票舞鰺里、機票富士美、鰭永菫美、
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落合修一、暑響裁二、井甕理技子、黎本書逢、菱信勇、置鰺幾子、富纏進嬢t

牧琴鰺一、嬢霧エコ・コミュニケーション専毒学校、本村縫一、佐治盆気子、
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おりがとうござしヽました。

飩颯 し蓼 した奪

クミガノ遂罐でも変々攀金が墓つましたと纂り、褒愛為で発壌事鏡:二 遊つたを勇 ,多 髪より

九裟してしヽましたが、おかど墓まで 22舅 27舞 こ髪甕でそました,こ 多度 ,多 貴変
=,生

,%を

ご邊惑を舞多 :す しましたことを舞詫夢しヽたします子今甕の多数で,多 等多象後から髪貨島貴

孝クtガメ新究会のメンノi一

'こ

髪 :′ てをヽただな.ゑ甕多套毎髪髪魏まで盟な遷んでくれて

貴多鋳かりまなた。そわて、え笏
'こ

義鏡後象たく墓んの方,こ凝鏡まで妾てを―ただ争、多た

秦見舞をヽ母葬手髪をしヽただくなど、多を多参おを老をヽ:こ な貴変彦象をヽたしますヶ今後霧ジ

′・ イジ′i彩んで多く現場多髪をし藁髪多墓んをこ髪菱を・し脅えを姓べたを考 慈を・多す.こ 多

場を葬楚 りして透鑓r確多と姦そてをしただをます多多た.舞 ごろ多警荘まかみ条繁え雛・

をこ笏多なを多し上げますこ
`承

んと多れれをかを多ごどをヽまなた,多彩甕孝



鈴
踵欲隷

奎彪機の基髪 り、斃写真、み鍾み鬱など警朦斃 してしヽます。 寡鶴魔斃 幣 攀 嬢 鰺 嬢 舞 攀 舞 舞 羅 嬢

鰺機参箋籠を斃持ちなて葬ますを              え隊窮壌方多髭燿斃跨骸一種フー鬱8… 80孝
マジ賭警―トラーは彫饉

畿量攀審鰺霧纂ジ三ニムズ 肇ベンステッ夢萎ん轟誓

ジュー姦/墓 んゃ夕奪斬鏡,こ .彦―Z多 ラをア,こ ■■ご己

蟷やすぐ近くわり競で餃笏警れたるや

こみ写ゑ難夕ち 五絶 したなラタク
=芳

オF.多多 :■ 多を老んで毎るところです。こ義

髪多義甕.ジ ,一九′をんな彙賃ξら
'i毛

多 彩つと二多寿〃′多多えら多数薙す尋子ガ′ち

デ多毛し多した,ジェーゑ/こ ちが多ニガニと考基ろょう,こ なった奉,■ こ参多え・多義よう

でτ■

=ラ
タラミ〃′霧、オース柔ラ :ジ アを孝 :二 身み

=zす
る考てすっかつて,ニ アイク

=だ
′Z義 毛́二多れて争しま蓼たが、多名で霧多tし た生ラタラミ考′形とこ象て,レ 多す今後

も:`:ク ラグ子イ発み髪 :こ テマ,多ような名■%脅多多わを全二て多み蓼てし,多す。多,■

え多鋳貴をて,″クラフチみた多孝考多毛髪″み多す争

ジ義―姦欠 `ベ ンzラ フ ガ黎多黎多黎嫁移多修多多多夕多修多多多多多彩修多修鬱多移多修鯵修多多多多多多多多多

葬孝〃劣多多琢髪多多んちら葬孝等多参彦ケこをり多多宅多0そ多,多●多多毎.VL義多.ア を多ダγ´
多″みングをど,こ ろ拷多ち・れてなL多す争葬%′彦.■藝髪●多彩輪て老炒.鯰

`蓼

屹F_‐ :こ参鯵毎多墾発
`



第14舞 霧率ク1ガ メ会議が多会雑轟み研究所である、排筵集え室義葬竹富奪霧難で舞燿募れる

ことをなをました多まだ少し先のような気ち墓れるかttれませんが、そ多案窪
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